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　株主の皆様におかれましては、ます

ますご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼

申し上げます。

　第100期第2四半期の業績及び

当社グループの取り組みにつきまして

ご報告申し上げます。

2022年12月
代表取締役会長

村田和夫
代表取締役社長

野澤哲夫

第99期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を適用しておりますので、第99期以降の売上高につきましては当該会計基準等を適用した後の
数値となっております。
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To Our Shareholders
株 主 の 皆 様 へ



我が国経済は、新型コロナウイルス感染状況が落ち着き、
経済活動は正常化に向かいましたが、引き続き原材料の高騰
や急激な円安が進行するなど、依然として不透明な状況が
続いております。一方で、製造業においては部品供給の遅れ
による影響はあるものの、生産活動の再開が進み、底堅く
推移しました。

このような状況下におきまして、当社グループは、引き続き
第二次中期経営計画で掲げた経営目標の進捗状況を管理
しながら各重点課題に取り組んでおり、当第2四半期連結累計
期間の連結業績は、売上高は1,347億1千3百万円（前年同期
比23.6％増）、営業利益は27億7千7百万円（前年同期比
15.8％増）、経常利益は32億2千3百万円（前年同期比22.6％
増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は21億3千8百万円

（前年同期比23.7％増）となりました。
当社は、利益配当金に関しましては、今後の収益見通しなど

を考慮し、継続的に利益確保を図るとともに、継続的な安定

配当として連結みなし当期利益※の30％以上、かつ下限は1株
あたり年間48円とすることを基本方針としております。

今次の中間配当は上記の基本方針の下、当社グループを
取り巻く経済環境、当第2四半期連結累計期間の業績などを
総合的に勘案し1株につき29円とさせていただきました。
何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。なお、11月8日
に発表した通期連結業績予想の上方修正に伴い、株主の皆様
に一層の利益還元を図るべく、期末配当予想を1株当たり30
円から4円増配の34円に修正いたしました。これにより当期
の1株あたりの年間配当予想は、4円増配の63円となります。

当社グループはさらなる業務改善を図り、業績向上、設備
投資の拡充に加え、内部統制の充実による経営の健全化に
努めてまいります。

株主の皆様には、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。
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上記の予想数値は、2022年11月8日公表の第2四半期決算短信に基づき作成したものです。実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。

※連結みなし当期利益：連結経常利益×（1－実効税率）
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Consolidated Financial Highlights
第 2 四 半 期 連 結 決 算 ハ イ ラ イト



事業概況
　当事業においては、表面処理鋼板、冷延鋼
板、酸洗鋼板、棒鋼、条鋼などの普通鋼、構造
用炭素鋼、構造用合金鋼、工具鋼などの特殊
鋼及び建築用の資材、機材を主に自動車、建
産機、建築、電機、造船、金型などの業界に販
売しております。
　また、各事業所は倉庫を所有し、切断などの
一次加工も行っております。福島、栃木、神奈
川にはコイルセンターを有しております。

当第2四半期の概況
　鋼材価格の上昇による影響に加え、主要取
引業界である商用車業界や国内の建産機業
界向けの販売が堅調に推移したこと等により、
売上高は896億2千万円（前年同期比26.9％
増）となりました。

事業概況
　当事業においては、アルミニウム、銅、亜鉛、
鉛、メタルシリコンなどの素材及び加工品を、
主に自動車、機械器具製造、ダイキャスト製
造などの業界に販売しております。また、海外
で調達した地金、自動車部品などを国内外に
販売しております。

当第2四半期の概況
　地金相場の変動による影響に加え、主要取
引業界である商用車業界向けの販売が堅調
に推移したこと等により、売上高は199億4千
5百万円（前年同期比21.9％増）となりました。

事業概況
　当事業においては、電子機器、電気製品及
び車載機器に使用されるプリント配線基板用
の積層板などの電子材料を、主に電子部品
業界に販売しております。

当第2四半期の概況
　主力のプリント配線基板用積層板の販売は
調整局面となったものの、液晶、半導体向け部
材の輸出及び部品の販売が堅調に推移したこ
と等により、売上高は149億7千5百万円（前
年同期比18.2％増）となりました。
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Segment Review
事 業 別 セ グ メ ン ト の 概 況



事業概況
　当事業においては、次世代を視野に入れた
商品の開発を行いながら、独自の技術を持つ
メーカーのクレーン、LED照明、空調やコンプ
レッサーなどの環境配慮型製品の販売をし
ております。また、グループ企業が製造した
加温機の設置工事も請け負っております。

当第2四半期の概況
　主力の商材及び工事案件を適宜受注した
こと等により、売上高は22億9千6百万円（前
年同期比38.6％増）となりました。

事業概況
　当事業においては、金属洋食器、陶磁器、
インテリア用品、貴金属などの製品を、主に
百貨店、量販店、ホテルなどの業界に販売し
ております。加えて、直営アウトレット店の多
店舗化をはじめとした小売事業も推進してお
ります。また、輸入カラオケマイクなどの商品
をテレビショッピングや通信販売にて販売し
ております。

当第2四半期の概況
　外出自粛による在宅での消費需要が高ま
る中、前期に引き続き自社商品販売を推進し
ましたが、輸入品等の仕入コストが増加したこ
と等により、売上高は45億3千7百万円（前年
同期比13.7％減）となりました。

事業概況
　当事業においては、旋盤、フライス盤、研削
盤、マシニングセンタなどの工作機械及び工
場生産ライン一式、ならびに切削工具、作業
工具などを自動車業界を主力に販売しており
ます。

当第2四半期の概況
　国内の拠点網を活用しながら、取引先への
販売活動を積極的に推進したこと等により、売
上高は33億3千6百万円（前年同期比38.4％
増）となりました。
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Special Feature特 集

　当社は東京本社を中心に、国内41拠点のネットワークにおいて倉庫、加工設備、また物流の拠点となる流通センター
などを有し、お客様のご要望に迅速に対応できる体制を整えています。
　鉄鋼部門では、神奈川県藤沢市、栃木県小山市、福島県田村市にコイルセンターを整備。お客様からの厳しい加工
精度のニーズにも対応できるよう、各種設備を整え、加工機能・流通機能の向上に取り組んでおります。今後も地域
密着の営業活動を進めてまいります。

佐藤商事の国内拠点

国 内

41拠点

神奈川コイルセンター
神奈川県藤沢市

◦スリッターライン 2基 
◦ミニスリッターライン 1基 
◦500トンブランキングプレスライン 
 1基 
◦レベラーライン 1基 
◦ミニレベラーライン 1基 
◦シャーリング 2基

郡山コイルセンター
福島県田村市

◦レベラーライン 1基 
◦スリッターライン 2基 
◦ミニスリッターライン 2基 
◦シャーリング 1基

栃木コイルセンター
栃木県小山市

◦スリッターライン 1基 
◦レベラーライン 1基 
◦シャーリング 6基
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　当社グループは、2004年に香港佐藤商事有限公司を設立したことを第一歩として、現在では10の国と地域に
20か所の拠点を設立しております。　今後もグループ一丸となって、アジア地域を中心に海外事業の強化、拡大を
推進してまいります。

佐藤商事グループの海外展開

G
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D
P

LB
Q R
S

現地販売会社 Overseas Sales Companies

香港佐藤商事有限公司 連結子会社A
電子部材販売

SATO-SHOJI（THAILAND）CO., LTD. 連結子会社B
鉄鋼・電子部材・非鉄金属販売

SATO SHOJI ASIA PACIFIC PTE. LTD. 連結子会社G
電子部材販売

韓国佐藤商事株式会社H
電子部材・鉄鋼販売

佐藤塑料玻璃（蘇州）有限公司I
合成樹脂、硝子製品販売

広州佐商貿易有限公司 連結子会社J
電子部材・鉄鋼販売

SATO-SHOJI（CAMBODIA）CO., LTD.K
非鉄金属販売

SATO TECHNO SERVICE（THAILAND）CO., LTD.L
工作機械の販売、機械修理サービス

PT.SATO-SHOJI INDONESIAM
鉄鋼・非鉄金属販売

SATO-SHOJI INDIA PRIVATE LIMITEDN
鉄鋼・非鉄金属販売

PS DEVICE & MATERIAL INC.O
電子部材販売

POLYHOSE SATO SHOJI METAL WORKS PRIVATE LIMITEDT
鋼材加工・製缶加工業

曽我部（蘇州）減速機製造有限公司P
減速機製造

UCHIDA-SATO TECH（THAILAND）CO., LTD.Q
鍛造用ダイホルダー製造

合弁製造会社 Joint Venture Manufacturing Companies 

YUASA SATO（THAILAND）CO., LTD. 持分法適用会社  R
クランクシャフト製造

THAI KJK CO., LTD.S
自動車部品製造

D 常州分公司
鉄鋼・非鉄金属販売 / 鋼材倉庫

上海佐商貿易有限公司 連結子会社C
鉄鋼・非鉄金属・電子部材販売

HANOI BRANCHF
鉄鋼・非鉄金属販売

SATO-SHOJI（VIETNAM）CO., LTD. 連結子会社E
非鉄金属・鉄鋼販売

海 外

20拠点
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新商品

火を使わないので、コンロをふさがず、同時にもう一品調理が可能！ 使い方もシーンによって色々。
一人分の調理をするとき。家族のおかずを準備するとき。手軽に使えるのが魅力です。

スイッチはダイヤルを回すだ
け。簡単にスイッチの切り替え
ができます。

蒸し皿、エッグスタンドが付いて
いるので、マルチな調理が可能
です。

キャベツとサーモンのクリームショートパスタシュウマイ

かぼちゃとブロッコリーのデリ風サラダ 和風豆乳チーズ鍋

使い方いろいろダイヤルスイッチ

価 格 8,250円（税込）
カ ラ ー  ホワイト（DS.8762）
サ イ ズ 約W250×D185×H225mm

（ガラスふた・蒸し皿使用時）
容 量 約1.0L
重 量 約1770g
消 費 電 力 600W
セット内容 本体・カラスふた・蒸し皿・エッグ

スタンド・電源コード・取扱説明
書（保証書記載）・レシピブック

原 産 国 中国

電気マルチポット

メイン料理・副菜づくりに16品のレシピブック付き

煮る 茹でる 和える 沸かす 蒸す 炊く
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Topics
ト ピ ック ス

当社オリジナル商品のご案内

1台6役
コンパクトだけど便利！

ELECTRIC
MULTIPOT

KDS.8762 電気マルチポット



新商品

ふわふわオムレツ ドライカレー

和風ハンバーグ いちごとバナナのスムージー

混ぜる

おろす 泡立てる

刻 む ミンチ すり身 潰 す 練 る 砕 く

氷や冷凍フルーツを粉砕できるパワフル設計4枚刃ブレード 

おろしプレート 泡立てプレート

価 格 8,250円（税込）
カ ラ ー ● ティール（DS.8816）
サ イ ズ 約W118×D118×H243mm
容 量 約320ml
重 量 約1430g（ブレード使用時）
消 費 電 力 300W
セット内容 本体·ガラスボウル•ふた・マット・ブレード・ 

泡立てプレート・おろしプレート·スパチュラ・
取扱説明書（保証書記載）·レシピブック

原 産 国 中国

オールインワンカッター

レシピ付き

スパチュラ付き
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毎日のシーンで活躍 2段階スイッチ（低速・高速）で時短調理1台9役

KDS.8816 オールインワンカッター

ALL IN ONE
CUTTER



（単位：百万円）

科　目
前第2四半期連結累計期間
（2021年4月1日〜）2021年9月30日

当第2四半期連結累計期間
（2022年4月1日〜）2022年9月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 4,869 △ 1,847
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 228 △ 100
財務活動によるキャッシュ・フロー 4,918 1,312
現金及び現金同等物に係る換算差額 14 177
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △ 163 △ 456
現金及び現金同等物の期首残高 2,367 2,875
現金及び現金同等物の四半期末残高 2,203 2,418

 四半期連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科　目 前連結会計年度
（2022年3月31日現在）

当第2四半期連結会計期間
（2022年9月30日現在）

資産の部

流動資産 117,853 125,226
固定資産 34,237 33,017

有形固定資産 16,254 16,250
無形固定資産 162 182
投資その他の資産 17,820 16,584

資産合計 152,090 158,244
負債の部

流動負債 88,095 90,332
固定負債 13,061 15,816
負債合計 101,157 106,148
純資産の部

株主資本 43,516 44,973
資本金 1,321 1,321
資本剰余金 862 838
利益剰余金 42,072 43,473
自己株式 △ 740 △ 660

その他の包括利益累計額 7,034 6,745
その他有価証券評価差額金 6,325 5,455
繰延ヘッジ損益 8 △ 1
為替換算調整勘定 700 1,290

新株予約権 374 367
非支配株主持分 8 9
純資産合計 50,933 52,095
負債純資産合計 152,090 158,244

 四半期連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科　目
前第2四半期連結累計期間
（2021年4月1日〜）2021年9月30日

当第2四半期連結累計期間
（2022年4月1日〜）2022年9月30日

売上高 108,974 134,713
売上原価 99,853 124,246
売上総利益 9,121 10,467
販売費及び一般管理費 6,723 7,689
営業利益 2,398 2,777
営業外収益 352 630
営業外費用 120 183
経常利益 2,630 3,223
特別利益 8 62
特別損失 8 11
税金等調整前四半期純利益 2,629 3,275

法人税、住民税及び事業税 909 1,061
法人税等調整額 △ 9 74
非支配株主に帰属する四半期純利益 0 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,728 2,138

 四半期連結キャッシュ･フロー計算書（要旨）
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Consolidated Financial Statements
連 結 財 務 諸 表（ 要 旨 ）



 役 員

 大株主

発行可能株式総数 87,000,000株
発行済株式の総数 21,799,050株
株 主 数 5,307名

 株式の状況

 株式分布状況

 会社概要
商　　号 佐藤商事株式会社

本　　社
東京都千代田区丸の内一丁目8番1号
丸の内トラストタワーＮ館16階
TEL：03-5218-5311

設　　立 1949年（昭和24年）2月5日

資 本 金 13億2,136万8,450円

従業員数 連結1,037名　単体662名

ホームページアドレス https://www.satoshoji.co.jp/

取締役
代表取締役会長 村　田　和　夫
代表取締役社長 野　澤　哲　夫
取 締 役 田　浦　義　明
取 締 役 浦　野　正　美
取 締 役 須　賀　和　徳
取 締 役 伊　藤　明　彦
取締役（社外） 斎　藤　　　脩
取締役（社外） 小　谷　　　健
取締役（社外） 大　栗　育　夫
取締役（社外）
常勤監査等委員 森　　　隆　浩
取締役（社外）
監 査 等 委 員 原　　　嘉　男
取締役（社外）
監 査 等 委 員 赤　石　幹　雄

執行役員
代表取締役会長 村　田　和　夫 ＊

代表取締役社長 野　澤　哲　夫 ＊

専務執行役員 田　浦　義　明 ＊

常務執行役員 村　上　毅一郎
常務執行役員 浦　野　正　美 ＊

常務執行役員 藤　倉　　　諭
常務執行役員 小　野　誠　一
上席執行役員 秋　元　雅　行
上席執行役員 内　田　秋　夫
上席執行役員 須　賀　和　徳 ＊

上席執行役員 伊　藤　明　彦 ＊

上席執行役員 奈須野　　　匡
上席執行役員 田　中　久　義
執 行 役 員 西　山　正　弘
執 行 役 員 長　田　博　夫
執 行 役 員 杉　井　　　淳
執 行 役 員 村　田　　　智
執 行 役 員 柳　田　隆　治
※＊は、取締役を兼任する者であります。

■ 金融機関 17名 （0.3％）
■ 証券会社 22名 （0.4％）
■ その他国内法人 265名 （5.0％）
■ 外国人 73名 （1.4％）
■ 個人・その他 4,929名 （92.9％）
■ 自己名義 1名 （0.0％）

■ 金融機関 3,930千株 （18.0％）
■ 証券会社 168千株 （0.8％）
■ その他国内法人 9,613千株 （44.1％）
■ 外国人 755千株 （3.5％）
■ 個人・その他 6,676千株 （30.6％）
■ 自己名義 654千株 （3.0％）

所有者別
分布状況
（株主）

所有者別
分布状況
（株式）

※当社は取締役 斎藤脩氏、小谷健氏、
大栗育夫氏、森隆浩氏、原嘉男氏及び
赤石幹雄氏を東京証券取引所の定め
に基づく独立役員として指定し、同取
引所に届け出ております。

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,818 8.6
三神興業株式会社 1,590 7.5
いすゞ自動車株式会社 1,451 6.9
ＮＯＫ株式会社 619 2.9
佐藤商事取引先持株会 559 2.6
株式会社りそな銀行 554 2.6
三原不動産株式会社 530 2.5
日本シイエムケイ株式会社 512 2.4
山陽特殊製鋼株式会社 499 2.4
マーシャン持株会 496 2.3

当社は自己株式654千株を保有しておりますが、上記大株主からは除いております。
持株比率は自己株式（654千株）を控除して算出しております。
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Corporate Data & Stock Information
会社概要・株式の状況  （2022年9月30日現在）



事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 6月に開催します。

基準日
定時株主総会の議決権　3月31日
期末配当金　　　　　　3月31日
中間配当金　　　　　　9月30日

単元株式数 100株

公告方法

電子公告により行います。ただし、やむを得ない理由
により電子公告をすることができない場合は、日本経
済新聞に掲載します。
公告掲載URL
https://www.satoshoji.co.jp/ja/ir/announce.html

株主名簿管理人/
特別口座の
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

連絡先 東京都府中市日鋼町１番地１
電話　0120-232-711（通話料無料）

郵送先
〒137-8081
新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株式に関するお手続き
１．株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を

開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座
を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信
託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信
託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三
菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にて
もお取次ぎいたします。

３．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

 株主メモ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

〒100-8285  東京都千代田区丸の内一丁目8番1号
丸の内トラストタワーＮ館16階

TEL：03-5218-5311　FAX：03-3286-1311

 事業所
◦苫小牧支店 ◦長野支店
◦札幌ライフ支店 ◦浜松支店
◦岩手支店 ◦名古屋支店
◦秋田支店 ◦名古屋ライフ支店
◦大館支店 ◦名古屋鋼材センター
◦鶴岡支店 ◦滋賀支店
◦山形支店 ◦大阪支店
◦福島支店 ◦大阪ライフ支店
◦郡山支店 ◦関西鋼材センター
◦鉄鋼部第2課(茨城) ◦兵庫支店
◦栃木支店 ◦岡山支店
◦太田支店 ◦岡山鋼材センター
◦埼玉支店 ◦福山支店
◦神奈川支店 ◦広島支店
◦神奈川コイルセンター ◦広島ライフ支店
◦新潟支店 ◦四国支店
◦長岡支店 ◦北九州支店
◦新潟流通センター ◦九州支店
◦北越支店 ◦福岡ライフ支店
◦富山支店 ◦熊本支店

 国内連結子会社
◦エヌケーテック株式会社 ◦メタルアクト株式会社
◦大東鋼業株式会社 ◦日本洋食器株式会社
◦佐藤ケミグラス株式会社 ◦冨士自動車興業株式会社

 国内関連会社
◦関根鋼材株式会社 ◦湘南加工株式会社
◦佐藤ゼネテック株式会社 ◦阪神特殊鋼株式会社


